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0

・気になる高齢者(特に入退院等変化のあった時)、その家族とコミュニケーションをとり、ス
タッフや看護師、見守り支援員と共有するために、ミーティングノートに確認サイン、 追記
ができたか。 
・地域からの声に対して、スタッフ間で共有(朝礼・申し送り・ ミーティング)し、具体的な
行動に移したか。
多くの島民と関われるように、機関紙を配布できたか。
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5

0

・ライフサポートプランを意識して関われたか。 
・モニタリングの際に材料となる事実を、記録に残したか? 
・ご本人・ご家族から、それぞれの思いを聞く場面を意識して作れたか。
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0

・本人の力を引き出す意識（立ち上がり・起き上がり・移乗・車椅子駆動・更衣・食事の準備） 
をしたか。 
・日常生活の中で、気持ちや体調、機能低下等の変化に気づき、 記録したか。 
・変化に応じて、すぐにケアに活かせたか。 
・記録を元に、毎週の振り返り(24 時間シートの更新)を行えたか。  
・ケア内容を生活記録に正確に記録できたか。
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0

・センター方式の記録を記入できたか。 
・利用者を中心に、新しい繋がりを作れたか。 
・地域の行事に参加できたか。
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0

・本人、家族からのニーズを把握し、「通い・訪問・泊まり」 を提供できたか。

1 1

1 2

0

1

5 5 5

3 5

1

2

1 2

1 2

2

1 2

1 2

1 1 1

2

 



0

・看護師への情報提供を随時行い、医療面からの指示をケアに活かせたか。 
・見守り支援活動・会議に参加・協力できたか。 
・老人会の活動に参加・協力(参加を促す声かけ等)できたか。
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0

・スタッフ・地域からのアイデアを共有・検討できたか。 
・アイデアをタスクリストで共有し可視化できたか。 
・タスクに期限を決めて、実行できたか。 
・会議等で、自分の意見を出せたか
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0

自分のケアの目標に対して取り組めたか。 
研修を活かし、ケアに変更があった場合、継続できていますか 

・(感染・衛生)(転倒防止)(口腔・嚥下・栄養)(服薬管理) の改善担当者を定めて、毎月の評価
報告を受け、改善に取り 組めたか
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0

・事業所の中での噂話を控えていただくように努めたか。 
・書類を適切に管理できたか。 
・言葉遣い(赤ちゃん言葉、指示語、命令語など)に注意を 払えているか。 
・その人の目線に合わせて話ができているか。 
・ノックして訪室できているか。
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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」	 総括表	

	

項	 	 目	 前回の改善計画	 前回の改善計画に対する取組み・結果	

Ａ．事業所自己評価

の確認	

・	隔月で面談を実施する際、事業所自己評価を基

にした個人評価表を使用する。	

・	 地域やスタッフからの意見は、随時、年間計画

に反映させ、期限を決めて計画的に改善を目指

す。	

・	お誕生日のお祝いは、見守り支援活動と月単位

で実施。	

・	個人評価表を作成し、ほぼ隔月で面談を実施し、事業所評価を振

り返った。	

・	地域、スタッフからの声に対して、タスクリストを作成して取り

組んだ	

・	地域の高齢者の誕生日のお祝いは、見守り支援員と共同で行えた。	

（反省点）	

・	タスクリストの期限を決めていないことがあった。	

Ｂ．事業所のしつら

え・環境	

・	 プライバシーを守るために、噂話は控えていた

だくように声かけし、必要であれば、「相談」と

して話を聞くなど、公的な場であることに配慮

する。	

・	 来所者を受け入れる時間を決める。（１０：３０

〜１１：３０	 	 １４：００〜１５：３０）	

・	 屋外での活動を増やし、スタッフが間に入って、

利用者と来所者の会話のきっかけを作る。	

・	 消毒液やポスターをわかりやすい場所に設置

し、手洗いうがい等の重要性を、地域の方にも

啓発していく。	

・	地域の来所された際の会話について、不利益を被る場合は、控え

ていただくように促した。 
・	掲示板を活用し、来所者を受け入れる時間帯や催しの周知を行っ

た。 
・	ご利用者と洗濯物を干したり、昼食を食べたり、ラジオ体操を実

施したりするなど、庭を活用して外から声をかけてもらう機会を

作った。 
・	感染症が流行る時期には、特に手洗いうがいの声かけを意識して

行い、ポスターの掲示を行った。 
（反省点）	

・	 噂話への対応について、「相談」として聞けていない。慎重に関

わるべきケースもあり、得た情報を具体的な行動に移せていな

い。 

Ｃ．事業所と地域の

かかわり	

・	 高齢者が集まる場は、老人会活動やサロン活動

をバックアップすることで作る。	

・	 「世話になる場所」ではなく、「自分でできるこ

とを助ける場」であることを周知する。	

・	 たから主催で行うのではなく、老人会、見守り

支援活動、いまきら園、学校などとの連携を大

事にする。	

・	老人会活動や見守り支援活動に参加し、本人同士の交流を促した。	

・	機関紙を通して、ご利用者の普段の自分でできることをされてい

る姿や様子を発信した。	

・	地域の行事には積極的に参加し、地域の高齢者にも参加を促す声

かけをした。また、遊食会を地域の方の協力を頂き、実施できた。	

（反省点）	

・	 各種団体の行事には参加したが、協働で行うことが少なかった。	



Ｄ．地域に出向いて

本人の暮らしを支

える取組み	

・	 スタッフが出向くことで、心配な高齢者とのつ

ながりを作っていく。	

・	 たからスタッフは本人のニーズに気付き、適切

に地域資源とつなげ問題解決を行う。	

・	 田畑や果樹を高齢者の活躍の場として利用し、

高齢者同士や若い世代との交流を促す。	

・	おすそ分けやお礼など、日常生活でのことを生かし、関わりを持

った。	

・	地域の困りごと（資源ごみ・台風対策）を、地域で解決する仕組

みを作った。	

・	スタッフ自身が、一緒に農作業をし、高齢者の活躍の場を作れた。	

（反省点）	

・	 これまでの関わりのあった方以外との新しい交流の機会は少な

かった。	

Ｅ．運営推進会議を

活かした取組み	

・	地域の課題を話し合う場として、必要に応じて、

関係する方に声をかけ、会議の場を設定する。	

・	地域の困りごと（資源ごみ・台風対策）を、地域で解決する仕組

みを作った。	

・	議題ごとに、多くの方に参加していただくことで、地域の方も高

齢者の現状を知る機会になった。	

（反省点）	

・	 会議の雰囲気として、意見が出しにくい。より意見の出しやすい

場にしていきたい。	

Ｆ．事業所の防災・

災害対策	

・	4 月中に近隣教員との関係づくりの場を設ける。	

・	スタッフは隔月で災害時の動き方について確認、

シミュレーションする。	

・	消防団との情報共有を定期的に行い、緊急時の動

き方を確認する。	

・	4 月中に顔合わせを兼ねた食事会を実施できた。	

・	隔月で様々なシチュエーションでの避難訓練を実施した。	

・	消防団との情報共有は、参加、協力いただいた訓練の際に行えた。	

（反省点）	

・	 情報共有を、定期的には行えていない。	

	


